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目と目を合わせて思いを伝える 

7 月の台風の影響で実質早くスタートした夏休み。大きな事故もなく、はまだっ子の元気な声が帰ってき

ました。 

 最近、いじめの問題や子どもの自殺や虐待の問題などが、ニュース等で連日報道されています。 

…悲しい…ことです。本当に残念でなりません。 

 人権を大切にしよう。言い換えれば、自分も周りの人も大切にしよう、自分を大事にするとともに、友達

も、お年寄りも、障害のある人なども皆大切にする、そんな平和な社会にしましょう、と誰もが言い続けて

きました。はまだっ子みんなの健やかな成長を願う保護者、地域のみなさんも当然同じ思いをお持ちだと思

います。かけがえのない子ども達の命を大切にする教育をより一層強く推進していきたいと思います。 

 何年か前の厚生労働省の標語コンテストで８歳の小学生の作品に、「つたわるよ めとめをあわせてはな

したら」という最優秀賞に輝いた作品がありました。 

 「目は心の窓」「目は口ほどにものを言う」という言葉があります。相手の目を見て話すことは大切であ

ると言われてきました。これをメラビアンというアメリカの心理学者が実験しました。たとえば、皆さんが

友達から「ごめん」と言われたとします。言葉では「ごめん」ですが、その友達が目をそらし、ふてくされ

た口調で言ったら、本当に謝ってくれたのか疑問に思いませんか。 

 メラビアンの実験では、言葉そのものでは７％しか伝わらず、話すスピードなどの話し方で３８％、表情

や態度で５５％、その人の本当の気持ちを感じ取るという結果でした。 

 この場合も、「ごめん」の言葉７％に対して、話し方や態度が９３％ということになるので、心から謝っ

てくれたとはとうてい思えません。８歳の子がつくった標語のように「目と目を合わせて」話したら、はっ

きりと自分の気持ちを伝えられたでしょう。 

 メールのやり取りでは、相手の目も見ないで表情もわかりません。しゃべり方もわかりませんから、頼り

になるのは文字だけです。メールは便利ですが一歩間違えると相手に誤解を与えることもあるということで

す。 

 明石市の全１３中学校生徒会役員で作成した「ネット利用の５か条」も紹介します。 

①使用時間の設定、制限する②ＳＮＳ上にのせた情報は消えないと理解する③本人の見えないところで悪口

を言わない・書かない④送信する前に一度読み返し、相手の気持ちを考える⑤自分を監視できる自分をつく

る 

 子どもたちの豊かな交友関係をつくることは、これからの人生のためにも欠かせないことです。2学期は、

日々の学習はもちろん、スポーツ、芸術に関する様々な行事を通じて友達と切磋琢磨し、学び合う機会がた

くさんあります。保護者、地域のみなさんにできるだけ来校いただき、はまだっ子と目と目を合わせて励ま

していただくことが、大きな意欲につながります。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

長い夏休みも終わり、子どもたちの元気な顔が学校にもどってきました。どの子も少し見ない間に、一

段とたくましくなり、身長も伸びたように感じます。事故や大きな病気をした子もなく、ほっとしました。 

  二学期は、体育大会、図工展、三年生はアルカイックホールでの児童生徒文化発表会があります。それ

ぞれの行事を通して、子どもたちには「今何をしなければいけないか。」「今何をすればいいのか。」とい

う課題を自主的に考えさせ、その課題に対して自分自身で解決できるような態度を育てていくようにした

いと思っています。  

残暑の厳しい中ですが、心を一つにして楽しく取り組ませたいと思います。 

学校生活のさまざまな場面で頑張る子どもたちに、これからも励ましの言葉をかけていただければと思

います。     

                        三年担任  袋谷 勝  山下 佳奈 

９月の行事予定  

月 火 水 木 金 

 １ 

始業式 

大掃除 

１２時完全下校 

２ 

 

３ 

水泳記録会 

(13時半～大島小) 

４ 

夏休み作品展 

水泳記録会（予） 

７ 

朝会 

給食開始 

８ 

避難訓練 

９ 

委員会活動 

１０ 

代表委員会 

身体測定(６年) 

１１ 
 
身体測定(５年) 

１４ 

身体測定(４年) 

１５ 

身体測定(３年) 

１６ 

クラブ活動 

身体測定(２年) 

１７ 

身体測定 

(１年・はまだ) 

５年生６時間授業 

１８ 
３年研究授業のため 

午後木曜日時間割 

(1･2･4･5･6年生) 

２１ 

敬老の日 

２２ 

国民の休日 

２３ 

秋分の日 

２４ ２５ 

２８ 

朝会 
２９ ３０ 

午後金曜時間割 

（1･2･4･6年生） 
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